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全国の装飾古墳一覧（中間報告）

装飾古墳館学芸課坂口圭太郎・嶋田博紀・村上光治

全国の装飾古墳一覧（中間報告）

装飾古墳館学芸課坂口圭太郎・嶋田博紀・村上光治

1 はじめに

日本列島に約700基あるとされる装飾古墳について、平成4年の開館以来、調査研究に取り

組んでいる。全国唯一の県立の装飾古墳の専門館として、その調査研究の成果を全国の装飾古墳

展として公開している。本年度は「福井県の装飾古墳展』と題し、中北部九州から日本海沿岸部

で多く見つかっている石棺系装飾古墳の企画展を開催した。この全国の装飾古墳シリーズも東

北※'と関東・東海の一部を除き終了、その間、様々な資料とデータが蓄積されてきた。

平成28年度末から、調査票による全国の装飾古墳悉皆調査を開始し、 1年かけて全国各地の

装飾古墳を管理する団体にご回答いただいた。

その報告をとりまとめる中で、新規発見のものや、再調査等により装飾古墳ではないと判断さ

れたものが明らかになりつつある。そこで本調査結果を中間報告としてまとめ、次年度以降に現

地調査などを実施し、改めて報告する予定である。

2調査と集成

全国の装飾古墳を管理する団体に調査表を送り、その結果をとりまとめた。送付先は各都府県

を中心に、必要に応じて装飾古墳を管理する市町村に調査を依頼した。現時点で回答頂いた装飾

古墳に関する情報を当館で集成し、更に各管理する団体に確認を依頼した。

3装飾古墳一覧の結果

とりまとめた結果、全国にある装飾古墳は721基を数えた。平成4年に装飾古墳館が開館し、

平成24年5月以降の当館が作成した古墳館ガイドブックで確認した数を超えるものとなった。

また、この調査で新たな課題も見つかっている。装飾古墳の定義については、小林行雄氏や和

田清吾氏､甲元真之氏により､論文や会議で論じられており、これに基づいて集成する方針とした。

その定義によると、古墳時代の埋葬儀礼は仏教伝来以前とされている。しかしながら、東北地

方の装飾横穴墓では8世紀代に下るものもあり、そこに描かれている装飾は仏画であるとの報告

もある。

また、装飾横穴など、岩肌に装飾されている場合、どの埋葬施設に付随するかを検討しなけれ

ば正確な数は判明しない。

以上、完了報告までに検討・解決しなければならない課題が未だ山積しているが、この中間報

告によって、全国にある装飾古墳の実態解明に役立てることができると考える。

最後に、今回の装飾古墳悉皆調査にご協力いただいた関係機関並びに調査協力者の皆様に、こ

の紙面を借りて感謝の意をお伝えしたい。

※1 茨城県の装飾古墳展は開催済み。東北については2015年頃の開催を検討していたが、東

日本大震災が発生したことで開催を見合わせた。その後も宮城県仙台市での資料調査、山元

町での合戦原遺跡の調査等を継続して実施している。

－1－
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諏縣 NO 古墳名称 所在地 時期 墳丘(形）埋葬施設 装飾位髄 装飾方法 装飾種類 指宝

宮
城

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

愛宕山C地点1号横穴墓

大年寺山11号横穴墓

山畑6号横穴墓

山畑10号横穴墓

山畑15号横穴墓

高岩18号横穴蕊

趣井囲2号横穴墓

亀井囲3号横穴墓

亀井囲4号横穴墓

亀井囲13号横穴墓

昆内山6号横穴墓

昆内山7号横穴墓

川北横穴墓群B区4号

追戸A地区1号横穴墓

追戸A地区2号横穴墓

追戸A地区5号横穴墓

竹の花1号横穴墓

合戦原遺跡6号横穴墓

合戦原遺跡18号横穴墓

合職原遺跡38号横穴墓(旧18番）

合戦原遺跡51号横穴墓

井戸 尺横穴群A-2号墓

井戸 尺横穴群A-3号墓

井戸 尺横穴群A-4号墓

井戸 尺横穴群A-5号墓

井戸沢横穴群B-1号墓

引込6号横穴墓(旧19番）

長谷寺横穴群C-6号

二本横穴群4号？

矢本28号横穴墓(旧20番）

蜂谷森横穴墓(旧21番）

仙台市

仙台市

大崎市

大崎市

大崎市

大崎市

大崎市

大崎市

大崎市

大崎市

大崎市

大崎市

大崎市

遠田郡湧谷町

遠田郡湧谷町

遠田郡湧谷町

亘理郡亘理町

亘理郡山元町

亘理郡山元町

亘理郡山元町

亘理郡山元町

亘理郡山元町

亘理郡山元町

亘理郡山元町

亘理郡山元町

亘理郡山元町

岩沼市

岩沼市

岩沼市

東松島市

遠田郡美里町

7C後~8c初

7c後~8c前

7c

7c後~8c初

7c後

7c後

7C後~9c

7c後~9c

7C後~9c

7c後~9c

7C末~8c

7C末~8c

7c～8c

7c後~8c

7c後~8c

7C後~8c

8c～9c

7c~8c前

7C~8c前

7c~8c前

7C~8c前

7c

7C

7c

7c

7c

6c後～7c

7C

7c

7c後

不明

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

■■■■■■

－

－

■■■■■■ー

－

－

_

■■■■■

■■■■■

。■■■■

ー

－

－

一

■■■■■

■■■■■

q■■■■

■■■■■■ﾛ■

－

ー

－

ー

1■■■■■

ー

－

ー

－

■■■■■

ー

■■■■■

玄室奥壁

玄室･屍床

玄室･屍床

玄室･玄門

玄皇･玄門･羨道

玄室･玄門･鑓

玄室

玄室･玄門

玄室

玄室･屍床

玄室

玄門

玄室

玄室羨道

玄室･羨道

羨道

玄室･玄門

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄門

玄室･玄門

玄室

玄室

玄室

玄室

彩色赤

線刻彩色赤

線刻彩色赤

彩色赤

彩色赤

彩色赤白

彩色赤

彩色赤

彩色赤

彩色赤

線刻

線刻

彩色赤

線刻

線刻彩色赤

線刻

彩色赤

線刻

線刻

線刻

線刻

彩色赤

彩色赤

彩色赤

彩色赤

彩色赤

彩色赤

彩色赤

線刻

線刻

線刻

平行線円･十字･士．

隅降棟(屋根状）

家屋？

珠･同心円･格子･条線

家屋?･同心円･格子

珠･船･動物

家屋？

家屋？

家屋？

不明

条線？

条線

家屋？

｢大｣･動物？

格子

十字？

不明

不明

条線？

烏･人･格子

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

文字

同心円

武器･人物(佛像?）

国

国

国

市

市

市

市

市

市

町

町

町

町

町

町

町

町

市

福
島

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

羽山1号横穴

糠塚3号横穴

舟着横穴

大窪3号横穴

大窪10号横穴

大窪横穴

中館3号横穴

浪岩A9号横穴

浪岩A12号横穴

浪岩10号横穴

岩崎横穴墓群

清戸迫76号横穴

清戸迫A7号横穴

稲荷迫1号横穴

上迫6号横穴

北目1号横穴

岩井廸4号横穴

下山根1号横穴

高松横穴

中田1号横穴

館山6号横穴

餓鬼堂横穴

腰巻横穴群

泉崎4号横穴

大久保横穴

南相馬市

南相馬市

南相馬市

南相馬市

南相馬市

南相馬市

南相馬市

南相馬市

南相馬市

南相馬市

南相馬市

双葉郡双葉町

双葉郡双葉町

双葉郡双葉町

双葉郡双葉町

双葉郡双葉町

双葉郡双葉町

双葉郡楢葉町

相馬市

いわき市

いわき市

いわき市

いわき市

西白河郡泉崎村

白河市

6c末~7C初

7c前

不明

7c

7C

不明

7c中~8c初

不明

6c後~7c初

不明

不明

7c

不明

不明

不明

不明

不明

7c前

不明

6c末

不明

不明

不明

6c末

不明

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

■■■■■■■

■■■■■

－

■■■■■

－

ー

ー

－

－

ー

ー

－

－

－

－

－

一

－

q■■■■

一

■■■■■

ー

一

一

－

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

不明

玄室

玄室

玄室

羨門

玄室

玄室

玄室

不明

玄室･前室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

彩色赤白

線刻

線刻

線刻

線刻･彩色赤

線刻

線刻

線刻

彩色赤白

彩色赤

彩色

彩色赤

線刻

線刻

線刻

線刻彩色

線刻

線刻

線刻

彩色赤白

線刻

不明

不明

彩色赤

彩色赤

珠･渦巻･人物･馬･鹿

家屋

人物･鹿

人物

家屋？

弓持ち武人

人物？

人物

珠

円(3個×2段）

渦巻･鹿？

珠･渦巻･人物･馬･鹿･犬

人物･旗

人物･水鳥･三角

不明

不明

連続三角

不明

鹿･魚？

連続三角･三角

渦巻･馬

不明

不明

人物･騎馬像･渦･鹿･三角･珠

家屋？

茨
城

1

2

3

4

5

6

7

8

虎塚古填

殿塚古填

船玉古墳群1号墳

花園古墳群3号境

大師の唐櫃古墳

折越十日塚古墳

吉田古墳

権現山横穴墓群1号墓

ひたちなか市

ひたちなか市

筑西市

桜川市

かすみがうら市

かすみがうら市

水戸市

水戸市

7C初

7c前

6c末~7c初

6c末~7c初

6c*-7c初

6c末~7c初

7c前

7C

前方後円

円

方

方

前方後円？

前方後円

多角形

横穴

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室
－

玄室

玄室

玄室･前室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

線刻･彩色赤

線刻

彩色赤白

彩色赤白黒

彩色赤

線刻彩色赤

線刻

線刻

連統三角･同心円･刀'覇鞆･矛他

叙･格子目

鞭･鞆･鑑･家･舟･円

靭・錨太刀･舟･×･円･珠他

円･珠

縦線･横線･斜線

太刀･刀子･鉾･盾･靭他

放射線状･線

国

県

県

町

国
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諏鮎 NQ 古墳名称 所在地 時期 墳丘(形）埋葬施設 装飾位置 装飾方法 装飾種類 指定

茨
城

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

権現山横穴墓群2号墓

須和間古墳群2号墳

下ﾉ諏訪横穴墓群

白河内古墳群2号墳

かんぶり穴横穴墓群2号墓

かんぶり穴横穴墓群11号墓

かんぶり穴横穴墓群14号墓

幡山横穴墓群6号墓

幡山横穴墓群11号墓

猫淵横穴墓群9号墓

水戸市

那珂郡東海村

那珂郡東海村

那珂市

日立市

日立市

日立市

常陸太田市

常陸太田市

常陸太田市

7c

7C前

7c

7c前

6c*-7c初

6c末~7C初

6c*-7c初

6c末~7c初

7c前

7C

横穴

円

横穴

円

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

一

横穴式石室
■■■■■■

横穴式石室
一

q■■■■

■■■■■■

■■■I■■

一

ー

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

線刻

線刻

線刻

線刻

綱･彩色赤黒

線刻彩色赤

綱･純鵠白

線刻

線刻

線刻

稲妻形･縦線･横線･建物･胃？

水鳥

人物･龍(蛇）

烏･樹木

連続三角･格子状

連続三角

連続三角･盾

鳥･舟･家･塔龍?他

人物･鳥･家

人物･魚

市

市

市

市

市

埼玉 1 地蔵塚古墳 行田市 不明 不明 不明 不明 不明 不明

千
葉

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

鴇谷東部I横穴墓群第11号墓

源六谷礎穴畢群弟b考呈

源六谷横穴墓群第7号墓

千代丸･力丸横穴墓群第6号墓

千代丸 力丸横穴墓群第12号墓

千代丸 力丸横穴墓群第13号墓

千代丸 力丸横穴墓群第14号墓

千代丸 力丸横穴墓群第25号墓

千代丸 力丸横穴墓群第26号墓

千代丸 力丸横穴墓群第27号墓

千代丸 力丸横穴墓群第28号墓

千代丸 力丸横穴墓群第30号墓

千代丸 力丸横穴墓群第31号墓

千代丸 力丸横穴墓群第32号墓

千代丸 力丸横穴墓群第36号墓

長柄横穴墓群6号墓

長柄横穴墓群7号墓

外部田横穴墓群第1号墓

大満横穴墓群I群第1号墓

大満横穴墓群I群第2号墓

長生郡長柄町

長生郡長柄町

長生郡長柄町

長生郡長柄町

長生郡長柄町

長生郡長柄町

長生郡長柄町

長生郡長柄町

長生郡長柄町

長生郡長柄町

長生郡長柄町

長生郡長柄町

長生郡長柄町

長生郡長柄町

長生郡長柄町

長生郡長柄町

長生郡長柄町

市原市

富津市

富津市

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

ー

■■■■■■

q■■■■

■■■■■■

q■■■■

一

ー

｡■■■■

ー

一

■■■■■■

■■■■■

q■■■■

■■■■■■■■

q■■■■

■■■■■■

q■■■■

一

_

■■■■■

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

東
京

1

2

3

4

不動橋横穴墓群第11号墓

坂西横穴墓群1号墓

下三鞘玉田谷戸横穴墓群1号墓

下三槍玉田谷戸横穴墓群3号墓

世田谷区

日野市

町田市三輪町

町田市三輪町

不明

不明

不明

不明

横穴

横穴

横穴

横穴

一

q■■■■

1■■■■■

－

不明

不明

不明

不明

不明

不明

線刻

線刻

不明

不明

家型彫刻

不明

都

都

神
奈
川

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

馬絹古墳

早野横穴墓

王禅寺白山横穴墓群第1号墓

久地西前田横穴墓群1次2号墓

久本横穴墓群第6号墓

熊ヶ谷横穴墓群第2号墓

熊ケ谷横穴墓群第3号墓

熊ヶ谷横穴墓群第7号墓

新吉田四ﾂ塚横穴墓群第2号墓

稲荷前横穴墓群B群第3号墓

箕和胴谷横穴墓群第4号墓

桂町遺跡群B地区第7号墓

荏子田横穴西側墓

高山横穴墓群第7号墓

高山横穴墓群第8号墓

坂本横穴墓

洗馬谷横穴墓群第2号墓

杉久保富谷横穴墓群第3号墓

越の山横穴墓群第2号墓

万田宮ﾉ入横穴墓群第6号墓

万田宮ﾉ入横穴墓群第8号墓

堂後下横穴墓群第9号墓

堂後下横穴墓群第12号墓

庄ケ久保横穴墓群第8号墓

大日ケ窪横穴墓第1号墓

大日ケ窪横穴墓第9号墓

板取(つくだ)横穴群第4号墓

川崎市

川崎市

川崎市

川崎市

川崎市

横 兵市

横 兵市

横 兵市

横 兵市

横 兵市

横浜市

横浜市

横浜市

横須賀市

横須賀市

横須賀市

鎌倉市

海老名市

高座郡寒川町

平塚市

平塚市

中郡大磯町

中郡大磯町

中郡大磯町

中郡二宮町

中郡二宮町

小田原市

終末

7C中

7c後~8c初

後

6c末~7C初

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

円

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴式石室
一

■■■■■

－

ー

q■■■■

■■■■■■

－

■■■■■■■

－

一

q■■■■

■■■■■

q■■■■

■■■■■■

q■■■■

一

■■■■■■

ー

ー

－

一

一

一

－

ー

。■■■■

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

不明

玄室

玄室

不明

不明

玄室

玄室

不明

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

漆喰(白）

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

不明

線刻

浮彫

不明

不明

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

環状

人物･馬

連騎三角･弓・矢･關･馬･魚･鳥･樹木

人物･舟

人物･家屋

人物ほか

不明

鳥･同心円･斜格子

鹿？

線

不明

水鳥

棟木･桁･柱･親極木

不明

不明

馬

人物･武器

不明

顔

幾何学

幾何学･人物？

人物･楯･舟･弓

人物･弓

人物

不明

不明

不明

県

富山 1 江道横穴墓群 高岡市 不明 横穴 － 不明 不明 不明



溺縣 NO 古填名称 所在地 時期 墳丘(形）埋葬施設 装飾位謹 装飾方法 装飾種類 指定

石
川

1

2

3

4

5

岩坂藤瀬山横穴古墳群1号横穴

鈴内山岸横穴古墳群5号横穴

印内第1号横穴墓

寺山横穴群3号

寺山横穴群16号

珠州市

珠州市

羽咋郡宝達志水町

羽咋郡宝達志水町

羽咋郡宝達志水町

不明

7c前

不明

6c後

6c後

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

一

■■■■■■

■■■■■

q■■■■

ー

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

舟･人物

格子

木の葉･根･方形･斜線

舟･格子

魚

福
井

1

2

3

4

5

小山谷古墳

山頂古墳

新留古墳

免鳥長山古墳

牛ケ島石棺

福井市

福井市

福井市

福井市

坂井市

4C末

4c末

6c初

5c前

4c末

不明

円

円

帆立貝

不明

舟形石棺

竪穴式

舟形石棺

舟形石棺

舟形石棺

棺蓋傾斜面

珊碓躯顔

縄掛突起

棺蓋傾斜面

棺蓋傾斜面

浮彫

線刻

線刻

浮彫

線刻

同心円

直弧･円弧

身×状蓋土状

鋸歯･同心円

三角

県

国

山梨 1 丸山塚古墳 甲府市 不明 不明 不明 不明 不明 不明

長
野

1

2

3

吉3号墳

丸山古墳群4号煩(囲内古墳）

神宮寺古墳

長野市

長野市

上田市

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

奥壁へ線刻

彩色系

静
岡

1

2

3

4

5

6

7

観音堂3号横穴墓

観音堂10号横穴墓

春岡横穴群

宇刈15号横穴墓

宇刈20号横穴墓

宇刈81号横穴墓

兎沢9号墳

周智郡森町

周智郡森町

袋井市

袋井市

袋井市

袋井市

焼津市

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

不明

－

ー

－

－

一

ー

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

愛知 1 天燈塚古墳 犬山市 不明 円 家形石棺 棺蓋身 陰刻浮彫 蛇行状溝･壷･勾玉

大
阪

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

高井田横穴群第1支群第5号横穴

高井田横穴群第1支群第12号横穴

高井田横穴群第1支群第21号横穴

高井田横穴群第1支群第22号横穴

高井田横穴群第2支群第3号横穴

高井田横穴群第23 群第5号 貴穴

高井田横穴群第2支 蝉10号 航

高井田横穴群第2支 辮11号 誠

高井田横穴群第2支 鶴12号 航

高井田横穴群第2支 鏡14号 誠

高井田横穴群第2支 iｷ弟Zd弓 誠

高井田横穴群第2支 鶴27号 航

高井田横穴群第2支群第28号 航

高井田横穴群第2支群第33a号 誠

高井田横穴群第2支群第33b号 航

高井田横穴群第3支群第2号 箭穴

高井田横穴群第3支群第5号 蔚穴

高井田横穴群第3支群第7号 賞穴

高井田横穴群第3支群第8号 貴穴

高井田横穴群第3支群第10号 箇穴

高井田横穴群第3支群第13号横穴

高井田横穴群第3支群第18号横穴

高井田横穴群第4支群第4号横穴

高井田横穴群第4支群第7号横穴

高井田横穴群第4支群第28号横穴

高井田横穴群第4支群第34号横穴

高井田横穴群第4支群第40号横穴

安福寺石棺(伝玉手山3号墳）

安福寺横穴群第10号横穴

平尾山古墳群太平識3支群篇2号鯛

北峯1号墳

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

柏原市

不明

不明

不明

不明

6c末

6c後

6c中

6c中

6c中

不明

不明

6c

6c

不明

不明

不明

6c

6c

不明

6c中

7c初

不明

不明

不明

不明

不明

不明

4c後

6c中~7c初

不明

6c後~7c前

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

(前方後

横穴

円

円

ー

q■■■■

■■■■■■

一

q■■■■

ー

■■■■■

－

－

－

－

－

－

－

－

■■■■■■

－

q■■■■

ー

■■■■■

■■■■■

－

一

一

ー

ー

ー

(不明）
■■■■■

横穴式石室

横穴式石室

玄室

玄室

玄室

玄室羨道

玄室･羨道

玄室

玄室羨道

玄室

玄室･羨道

羨門

羨門羨道

玄室

玄室

羨道

玄室

鑓･羨門･玄門

羨道

羨門･羨道

玄室･羨道

玄室

玄皇‘玄門'識

玄室･羨道

玄室

準･壷道･塁道

玄室

玄室

玄室

割竹形石棺

羨道

玄室

玄室

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

彩色

線刻

人物･木の葉･馬･格子

魚･円

人物･木の葉

人物･鳥

騎馬人物･馬･鳥

人物･家屋

人物･馬･幡

×形

人物･烏･船

蓮華

騎馬人物･馬幡･渦巻･×形

人物･鳥船･家屋

騎馬人物･×形

格子

×形

人物 唐草

人物 船

蓮華 人物

人物 同心円

人物 木の葉･弓矢･楯

鳥･鞭

鹿

鳥･家屋

人物

×形

格子

幾何学

直弧

騎馬人物･人物

人物

船

兵
庫

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

高塚山2号墳

高塚山9号墳

北神第3地点古墳

じいがまま古填

長者ケ平2号墳

三之谷1号古墳

三之谷2号古墳

緑ヶ丘2号境

神ナシ古墳

中垣内群集墳出±石棺

惣計谷奥古墳

神戸市

神戸市

神戸市

美方郡香美町

美方郡香美町

美方郡香美町

美方郡香美町

相生市

相生市

たつの市

赤穂市

6c後

6c

6c中

不明

7c中

6c

6c

6c後

6c

不明

終末

方

円

前方後円

不明

方

円

円？

円

円

不明

円

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

不明

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

不明

横穴式石室

玄室

玄室

玄室

不明

不明

玄室

玄室

玄室

玄室

不明

玄門

線刻

線刻

線刻

不明

彩色

線刻

線刻

線刻

線刻

不明

線刻

馬･家?．｢甲｣形

魚

円

不明

蓮華

烏

騎馬人物･木の葉

斜格子？

烏

不明

格子･平行線



全国の装飾古墳一覧（中間報告）

装飾古墳館学芸課坂口圭太郎・嶋田博紀・村上光治
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鋪鮎 NO 古墳名称 所在地 時期 墳丘(形）埋葬施設 装飾位騒 装飾方法 装飾種類 指定

奈
良

1

2

3

水泥南古墳

高松塚古墳

キトラ古墳

御所市

高市郡明日香村

高市郡明日香村

6c末~7c初

8c初

7c末~8c初

円

円

円

横穴式石室

横口式石榔

横口式石櫛

家形石棺

玄室

玄室

線刻

彩色

彩色

蓮華

四神･星宿･男女群像

四神･天文･獣頭人身

国

特国

特国

和歌山 1 寺山15号墳 和歌山市 不明 方 横穴式石室 不明 不明 不明

鳥
取

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

梶山古墳(1号墳）

高江6号境

上野山6号墳

美歎41号墳

美歎43号墳

宮下19号墳

宮下20号墳

宮下22号墳

宮下52号墳

鷺山古墳(町屋18号墳）

町屋30号墳

栃本4号墳

畑山1号墳

坊ケ塚古墳(広岡11号墳）

広岡37号墳

広岡48号墳

越路54号填

空山2号墳

空山9号墳

空山10号墳

空山15号墳

空山16号填

ｽｸﾓ塚古墳(宇倍野山13号境）

宇倍野山15号墳

八束水55号埴

土居5号頃

山宮古墳群14号境

睦逢11号墳

殿15号墳

殿25号墳

漆谷横穴墓(重高7号墳）

西中園8号墳

阿古山22号墳

吉川43号墳

大平1号墳(大平古墳）

米岡2号墳

米岡58号墳

米岡68号墳

池田29号墳

福本4号墳

T田牟寺二百鯉l掴牟Jへ野口理ノ

福庭古墳(大平山100号墳）

三明寺古墳(向山146号墳）

上神48号墳

横手5号墳

長和田20号填

久見17号墳

北福4号墳

西穂波9号墳

西穂波27号墳

±下229号墳

天神垣神社古墳(小枝山3号墳）

長者ケ平古墳(向山5号墳）

晩田山31号墳

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

八頭郡八頭町

八頭郡八頭町

八頭郡八頭町

八頭郡八頭町

八頭郡八頭町

八頭郡八頭町

倉吉市

倉吉市

倉吉市

東伯郡三朝町

東伯郡 易梨 兵町

東伯郡 易梨 兵町

東伯郡湯梨浜町

東伯郡北栄町

東伯郡北栄町

東伯郡北栄町

米子市

米子市

米子市

7c前

不明

不明

不明

不明

6c後～7c

6c後～7C

6c後~7c

不明

6c後~7c

6c後~7c

不明

6c後～7c

6c後～7c

不明

6c後

不明

7c前

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

6c後~7c

6c後~7C

不明

不明

6c後~7c

不明

6c後~7c

不明

6C後~7c

7c前

不明

不明

不明

6c後~7c

6c中-6c後

7c～終末

7c～終末

6c後~7c

不明

不明

不明

不明

6c後

6c後

6c後~7c

7c前

6c中

7C前

円

円

前方後円

円

前方後円

円

円

円

不明

円

方

不明

円 ’
円 ’横

円 ’1
円 ’
円

円

円

円

円

円

円

円

不明

円

円

円

円

不明

横穴

円

円

不明

円

円

円

不明

円

円

円

円

円

前方後円

円

円

円

円

不明

円

円

不明

前方後円

方

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

黄穴式石室

蔚穴式石室

穴式石室

黄穴式石室

箇穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

楮穴我石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室
一

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室･羨道

玄室

玄室

玄室

玄室･羨道

玄室

墳丘裾列石

玄室

玄室･羨道

玄室

玄室羨道

玄室

玄室

玄室･羨道

玄室

不明

玄室

左袖石

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

羨道

玄室

玄室

不明

玄室

玄室

不明

玄室

羨道

玄室

玄室

羨道

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

羨道

羨道

閉塞石

彩色 同心円･三角･曲線魚

線刻 動物他

線刻 不明

線刻 船･平行線

線刻 船･魚･三角

線刻 格子･木の葉

線刻 不明

線刻 船

線刻 鳥

線刻 船･魚･烏

線刻 不明

線刻 船

線刻 人物

線刻 弓を引く武人幾何学文

線刻 不明

線刻 斜格子

線刻 格子

線刻 連続三角･綾杉･鳥

線刻 木の葉

線刻 直綴･四角･稜杉･木の葉･鳥･人物

線刻 直線･梯子･綾杉･木の葉･魚･星

線刻 船･鳥･平行線･格子･斜格子

線刻 不明

線刻 木の葉？

線刻 不明

線刻 不明

線刻 幾何学

線刻 烏

線刻 格子･綾杉

線刻 烏?･木の葉？

線刻 綾杉

線刻 不明

線刻 船4艘

線刻 船

線刻 不明

線刻 格子･綾杉･人物

線刻 格子

線刻 格子

線刻 不明

線刻 綾杉･平行線･弓

線刻 不明

彩色 連続三角･平行線

線刻 船･木の葉

線刻 鳥･綾杉

線刻 不明

線刻 不明

線刻 格子･綾杉･木の葉

線刻 斜格子

線刻 船･弓･矢

線刻 船

線刻 魚･放射状

線刻 平行線

線刻 格子･船？

浮彫 木の葉?･船？

国

県

県

県

県

県

県

市

市

市

市

県

県

国
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翻黙 NO 古墳名称 所在地 時期 墳丘(形）埋葬施設 装飾位置 装飾方法 装飾種類 指定

島
根

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

穴神1号横穴墓

鳥越3号横穴墓

えぐり谷10号横穴墓

日吉垣の内古填

丹花庵古墳

十王免1号横穴墓

十王免2号横穴墓

十王免7号横穴墓

狐谷6号横穴墓

狐谷12号横穴墓

狐谷15号横穴墓

古城山遺跡3号横穴

島田池4区4号横穴

太田2号墳

美月1号横穴

朝酌岩屋古墳

北小原2号横穴

伊賀見1号墳

鏡北廻古墳

向山1号墳

下の空古墳

林8号墳(岩穴平古墳）

深田谷1号横穴墓

竹ﾉ崎遺跡第2号横穴墓

飯の山横穴墓

安来市

安来市

安来市

松江市

松江市

松江市

松江市

松江市

松江市

松江市

松江市

松江市

松江市

松江市

松江市

松江市

松江市

松江市

松江市

松江市

松江市

松江市

出雲市

出雲市

出雲市

不明

不明

不明

6c後~7C初

5c

7C(終末期）

7c(終末期）

7c(終末期）

6c後~7c前

6c後~7C前

6c後~7c前

6c末～7c

7C

6C末~7c

6c後~7C前

6c後

7C

6c後

7C

6c末~7c初

6c末~7c

6c~7c初

7C前

6c末~7c前

不明

横穴

横穴

横穴

不明

方

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

不明

横穴

方

横穴

前方後方

方

方

不明

方

横穴

横穴

横穴

ー

ー

ー

家形石棺

長持形石棺
一

－

■■■■■■

q■■■■

｡■■■■

ー

■■■■■■

■■■■■

横穴式石室
｡■■■■

横穴式石室
－

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室
－

－

ー

平蝋口式礁

不明

不明

棺蓋

棺蓋

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

石棺内

玄室

石棺蓋

石棺内

玄室

閉塞石

閉塞石

閉塞石

閉塞石

閉塞石

閉塞石

玄室

玄室

不明

彩色･線刻

不明

不明

線刻彩色赤

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

彩色赤

線刻

浮彫

彩色赤

彩色赤

孚彫

孚彫

孚彫

孚彫

孚彫

浮彫

線刻

線刻

線刻

蕨手･人物

不明

不明

鋸歯

鋸歯

盾･弓･船･人物

三角･人物･弓･盾･格子･方形･動物

弓を引く人物･波状･盾･格子

弓を引く人物･動物･盾･格子･不明

狩人･船･三日月状･顔?･木の葉

不明

不明

船･家屋烏?･大仏？

端部を鋸歯状に加工

不明

不明

閂

閂

閂

閂

閂

閂

冠人物･家屋

人物･仏像？

人物･動物盾

国

県

県

県

市

岡
山

1

2

千足古墳

鶴山丸山古墳

岡山市

備前市

5c中

5c

帆立

円

横穴式石室

竪穴式石櫛

玄室(石障）

長持形石棺蓋

線刻

線刻

直弧

円･家屋

国

国

山口 1 穴観音古墳 萩市 6c末~7c初 方 描穴式石室 羨道 線刻 人物･弓(を射る人物?） 県

香

川

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

有岡古墳群宮が尾古墳

有岡古墳群宮が尾2号墳

有岡古墳群瓦谷1号墳

岡5号墳

岡6号墳

岡10号墳

岡11号墳

岡13号墳

岡古墳群夫婦岩1号墳

岡古填群夫婦岩2号墳

興昌寺山1号墳

鷺の口1号墳

山ノ神古墳群綾織塚古墳

山ノ神2号墳

揚原山古填

醍醐古墳

善通寺市

善通寺市

善通寺市

善通寺市

善通寺市

善通寺市

善通寺市

善通寺市

善通寺市

善通寺市

観音寺市

坂出市

坂出市

坂出市

坂出市

坂出市

6c末

6c末

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

6c*-7c初

6c後~7C初

不明

不明

不明

不明

不明

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

不明

不明

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

不明

不明

玄室･羨道

羨道

玄室

玄室･羨道

羨道

玄室･羨道

羨道

玄室

玄室

玄室･羨道

玄室･羨道

玄室･羨道

羨道

玄室

不明

不明

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

人物･船･馬

船

人物

家屋･木の葉･平行線･船

家屋

家屋･木の葉･平行線

家屋･木の葉･平行線格子

家屋･平行線

家屋斜格子･格子

格子･鋸歯･家･円･梯子

船･木の葉

家屋木の葉船

木の葉

木の葉･家屋

樹木･木の葉･船

不明

市

福
岡

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

弘化谷古墳

石人山古墳

下馬場古墳

前畑古墳

薬師下南古墳

薬師下北古墳

浦山古墳

日輪寺古墳

上緒富古墳

森塚古墳

中馬場古填

若宮古墳

上江下小路古墳

鹿毛塚古墳

山ノ下古墳

隈3号墳

中原狐塚古墳

西館古填

寺徳古墳

益生田古墳

八女郡広川町

八女郡広川町

久留米市

久留米市

久留米市

久留米市

久留米市

久留米市

久留米市

久留米市

久留米市

久留米市

久留米市

久留米市

久留米市

久留米市

久留米市

久留米市

久留米市

久留米市

6c後

5c中

6c後

7c初

不明

不明

5c後

5c末

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

6c後

6c後

6c後～末

6c後

不明

円

前方後円

円

円

円

円

前方後円

前方後円

円

円

円

円

円

円

前方後円

円

円

円

円

円

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

不明

不明

横穴式石室

不明

不明

横穴式石室

不明

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

石屋形

釦鵡鮖艤

後室･前室

後室･前室

後室･前室

後室･前室

細鯨鮖納

石障

壁面

不明

不明

不明

壁面

不明

不明

後室

錘･鱸･識

後室･玄門

後室･前室

玄室

彩色赤緑

浮彫

彩色赤青

彩色赤

彩色赤

彩色赤白

線刻･彩色赤

浮彫

不明

彩色赤

彩色赤

彩色赤

不明

彩色赤青

彩色赤

彩色赤

彩色赤青

彩色赤緑

彩色赤黄青

彩色赤青白

同心円･連続三角･報･双脚箔状

直弧･同心円

同心円･三角･楯･舟

同心円･円

同心円･円･珠･旗持ち騎馬人物

同心円･円･三角･蕨手･平行斜

直弧･同心円･鍵手

直弧伺心円･鍵手

不明

不明

不鮮明

不明

不明

同心円･蕨手

不明

同 0円･人物･舟

同‘ 円･亀甲･斜十字･靭・連続三角

同 D円･三角･舟･人物

同 心円･円･三角

后 心円･円

国

国

国

県

国

国

国

国

国
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諦黙 NO
I

古填名称 所在地 時期 墳丘(形）埋葬施設 装飾位置 装飾方法 装飾種類 指定

福
岡

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

清長橋古墳

大慶寺古墳

益永9号墳

珍敷塚古墳

原古墳

烏船塚古墳

古畑古墳

日岡古墳

富永古墳

紋塚古填

重定古墳

塚花塚古墳

湯の隈(装飾)古墳

狐塚古墳

仙道古墳

観音塚古墳

花立山穴観音古墳

権現塚古墳

丸ノロ古墳群V-5号墳

丸ノロ古墳群Ⅵ-2号墳

吉武熊山古墳

東光寺剣塚古墳

浦江古墳群1号墳

五郎山古墳

殿 策塚古墳群1号墳

王 尿古墳

川島11号墳

山王山古墳

城越1号横穴墓

西郷横穴墓

竹原古墳

損ケ熊古境

桜京古墳

一本松塚古填

相坂14号横穴墓

相坂15号横穴墓

土手の内横穴墓群

埴生羅漢山ⅢA－1号横穴墓

瀬戸14号横穴墓

古月2号横穴墓

古月6号横穴墓

古月9号横穴墓

水町A13-1号横穴墓

水町B18-1号横穴墓

小田茶臼塚古填

丸山塚古墳

乗場古墳

釘崎11号墳

稲荷山18号横穴墓

成合寺谷古墳

萩ﾉ尾古墳

倉永古填

黒部6号墳

穴ケ葉山1号墳

穴ケ葉山3号墳

穴ケ葉山南3号墳

百留横穴墓群1号

百留横穴墓群2号

百留横穴墓群3号

山田1号埴

呰見大塚古墳

久留米市

久留米市

久留米市

うきは市

うきは市

うきは市

うきは市

うきは市

うきは市

うきは市

うきは市

うきは市

朝倉市

朝倉市

朝倉郡筑前町

朝倉郡筑前町

小郡市

筑紫郡那珂川町

筑紫郡那珂川町

筑紫郡那珂川町

福岡市

福岡市

福岡市

筑紫野市

筑紫野市

嘉穂郡桂川町

飯塚市

飯塚市

飯塚市

嘉麻市

宮若市

宮若市

宗像市

北九州市

北九州市

北九州市

中間市

中間市

中間市

鞍手郡鞍手町

鞍手郡鞍手町

鞍手郡鞍手町

直方市

直方市

朝倉市

八女市

八女市

八女市

八女市

みやま市

大牟田市

大牟田市

豊前市

築上郡上毛町

築上郡上毛町

築上郡上毛町

築上郡上毛町

築上郡上毛町

築上郡上毛町

築上郡上毛町

京都郡みやこ町

不明

6c後

不明

6c後

6c後

6c後

6c後

6c前

不明

不明

6c後

6c中

不明

7C前

6c中

6c後

6c*-7c初

不明

6c後

6c後

6c後

6c中

6c中～後

6c後

不明

6c中

6c末

6c末

6c末

不明

6c後

6c末

不明

6c後

7c前

7c前

不明

不明

不明

7c

7c

7c

7C前

7c前

5c？

6c後

6c中

不明

不明

6c後

6c後

6c後

6c末

不明

不明

不明

不明

不明

不明

6c末

6c後

円

円

円

不明

円

円

円

前方後円

円

円

前方後円

円

円

円

円

円

前方後円

円

円

円

円

前方後円

円

円

円

前方後円

円

円

横穴

横穴

円

円

前方後円

円

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

円丘付横穴？

横穴

横穴

前方後円

前方後円

前方後円

円

横穴

円

円

円

円

円

円

円

横穴

横穴

横穴

円

円

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室
－

一

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室
－

■■■■■

一

■■■■■

一

q■■■■

■■■■■

一

q■■■■

■■■■■

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室
－

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室
－

－

■■■■■

横穴式石室

横穴式石室

不明

不明

不明

玄室

玄室･玄門

後室

後室

後室

榔障石

不明

鯉,鱸,鑓

後室

後室

後室･前室

後室

後室

後室前室

不明

玄室

玄室

後室

後室

玄室

後室･前室

後室

後室･前室

後室

玄室

玄室

不明

後室･前室

後室

石屋形

後室

玄門

玄室

玄室

前室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

羨道

石材

後室･前室

後室･前室

不明

不明

後室･前室

後室

不明

後室

羨道

後室

玄室羨門

入口縁

入口縁

入口縁

後室

後室･鱸･玄門

彩色赤青 同心円･円･馬

彩色赤青 同心円･円

彩色 同心円

彩色赤青 円･蕨手･穎・人物･舟･鳥･蝋蛉

彩色赤 同心円･円･人物･舟

彩色赤 同心円･人物･･鳥･舟･頚･太刀

彩色赤同心円･三角･人物

彩色赤緑青 同心円･丹鴎三角･瀞‘鼎'鯨刀囑

彩色赤青白 同心円･円･靱

彩色赤青 同心円

彩色赤青 同心円･円･蕨手･鞍･鞆

彩色赤青凝黄 同心円･円･蕨手･三角･鞭

彩色赤緑 円

線刻 同心円･円･舟･馬

彩色赤緑 同心円･三角･連続三角

彩色赤 同心円･舟･騎馬人物

線刻 菱形

彩色赤 円

線刻 彫刻(敲打)円

線刻 彫刻(爵打)舟連続三角･同心円

彩色赤 の字渦･人物

線刻 舟

彩色赤 渦巻

彩色赤黒緑 同心円･人物･騎馬人物･馬,ﾎ鳥猪

彩色赤黄緑 同心円･円･楯

粍鵠白織 三肯･H･RM､職鯛･樹劒’弓儒･熊

彩色赤黒白 円･三角

線刻 彫刻(敲打)円

線刻 人物

線刻 不明

彩色赤黒 §･胸骨鮒･舟･灘三角･雑・蛾

彩色赤 直線･横線･斜線等幾何学

鋤･純識侵 三角

彩色赤 放射状線

線刻 人物･鳥･木の葉･魚･斜格子

線刻 縦縞･格子

線刻 舟･弓･矢･小動物？

線刻 鳥

線刻･彩色赤 円･舟･騎馬人物･烏

線刻 動物？

線刻 不明

線刻･彩色赤 斜格子

線刻 不明

線刻 烏？

線刻 不明

彩色赤緑黄 連続蕨手･三角･対角線

瀞巴亦肯萸 同心円･連続三角･蕨手搦･駁

彩色赤 円

線刻 不明

彩色赤白緑 三角･菱形

彩色赤 同心円･円･三角･楯･ゴﾝドﾗ

線刻 同心円･舟?･人物？

線刻 舟･帆船･寂？

線刻 ﾎの葉･:'m･覇･魚･樹木･膜格子目

線刻 木の葉

線刻 斜行線

彩色赤黄 円

彩色赤黄 円

彩色赤黄 円

線刻 木の葉･水鳥･格子目

彩色赤 三角･同心円･×

国

国

国

県

国

国

国

市

県

国

町

県

町

町

市

国

特国

県

県

国

県

国

市

県

国

国

国

市

市

県

国

国

県

国

県

県

国

国

町

町

町

町
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翻縣 胸 古填名称 所在地 時期 墳丘(形）埋葬施設 装飾位置 装飾方法 装飾種類 指定

佐
賀

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

田代太田古墳

ヒャーガンサン古墳

黒谷2号埴

伊勢塚古填

西原古墳

西隈古填

姫御前古墳

米ﾉ隈1号墳

坂井山1号墳

弁財天古墳

深底古墳

古賀山1号墳

山の上14号墳

渋木1号墳

北の森古墳

天山古墳(横穴）

天山1号墳(穴大師）

永池古墳

箕具崎3号墳

箕具崎4号墳

勇猛寺古墳

勇猛山1号墳

勇猛山4号墳

勇猛山5号墳

東福寺STO14古填

鳴瀬古墳群(仮称a号）

妻山4号填

妻山6号墳

妻山7号境

湯崎2号墳

龍王崎6号墳

鳥栖市

鳥栖市

三養基郡基山町

神崎市

佐賀市

佐賀市

小城市

小城市

小城市

小城市

小城市

多久市

多久市

多久市

多久市

多久市

多久市

武雄市

武雄市

武雄市

武雄市

武雄市

武雄市

武雄市

武雄市

武雄市

杵島郡白石町

杵島郡白石町

杵島郡白石町

杵島郡白石町

杵島郡白石町

6c後

6c後

6c末~7c初

6c後

5c末

5c末

6c後

後期

後期

後期

後期

6c末~7c初

後期

後期

後期

不明

後期

7c後

7c後

7c後

不明

不明

後期

後期

6c末~7c初

不明

6c後

後期

不明

後期

後期

円

円

円

前方後円

円

前方後円

円

円

不明

円

円

円

円

円

円

横穴

円

円

円

円

前方後円

不明

円

円？

円

不明

円 ’
不明 ’
不明 ’
円 ’
円 ’

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室
■■■■■

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

不明

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

簡穴式石室

蔚穴式石室

賃穴式石室

蔚穴式石室

藺穴式石室

玄室･中室･玄門

玄室

玄室奥壁

玄室

伽蘓'碓龍

横口鑪鮖帽

玄室･羨道

玄室

玄室

玄室

不明

玄室

玄室

不明

玄室

不明

玄室･前室

閉塞石

玄室

玄室

第1号石室蛭

不明

玄室

玄室

羨道･玄門

玄室･玄門

玄室･羨道

玄室

玄室

玄室

玄門袖石

彩色赤i 鵜黒

彩色赤

陰刻

彩色赤

線刻彩色赤

線刻彩色赤胤

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

不明

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

不明

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

柵§賎儒齢騎鮒篭鯏瀞爵

同心円･円十字

同心円

円

円･連続三角

同心円･三角･方形

鳥･格子

斜格子･格子･人物

斜格子･格子

斜格子･格子

格子

斜格子･円

斜格子･格子･平行線

人物？

舟･馬or鹿？

円･舟

烏･格子･放射状

人物･鰯を持つ人物･馬

斜格子･格子

格子

斜格子･人物･舟家

不明

斜格子

不明

格子

斜格子

騎馬馬舟円･鋸歯･格子・斜絡子

格子

連続三角･円･格子･斜格子

家屋

家屋

国

市(態）

県

国

市

県

県

長
崎

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

長戸鬼塚古墳

丸尾古填

善神さん古墳

双六古鰯

大米古顛

鬼屋窪古墳〃

百田頭5号墳

兵瀬古埴

山ノ神線刻画

永田12号墳

対馬塚古墳

山ﾉ神5号墳

釜蓋3号墳

釜蓋5号填

釜蓋6号墳

諌早市

諌早市

諌早市

壱岐市

壱岐市

壱岐市

壱岐市

壱岐市

壱岐市

壱岐市

壱岐市

壱岐市

壱岐市

壱岐市

壱岐市

6c後

6c後

6c末~7c初

6c3/4半期

7c初？

7c3/4半期

6c3/4半期

6c末~7c初

不明

6c後

6c3/4半期

6c3/4半期

6c後

6c4/4半期

6c4/4半期

円 I
円 ’
円

前方後円

円？

円？

円

不明

不明

円

前方後円

円

円

円

円

街穴式石室

賞穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

不明

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

玄室･前室

玄室

玄室

前室

前室･楯石

羨道･袖石

羨道･袖石

前室

不明

玄室･羨門

玄室･羨門

玄室

前室

前室

玄室

線刻

線刻 ｜；格
線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻彩色赤

線刻

線刻

線刻

舟･鋸歯･格子･鯨

子

人物顔･格子･斜格子･船

舟

舟･魚･烏

舟･鯨？

不明

舟

舟？

舟･鳥

斜格子･幾何学

同心円

矛･舟

舟･斜格子

舟･斜格子

県

市

国

市

市

国

市

国

熊
本

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

四ツ山古墳

三ﾉ宮古墳

今村岩の下1-1号横穴蕊

今村岩の下Ⅱ-3号横穴墓

今村岩の下Ⅱ-7号横穴菫

今村岩の下Ⅲ-2号横穴墓

大原9号墳

石貫穴観音1号横穴墓

石貫穴観音2号横穴墓

石貫穴観音3号横穴墓

石貫ナギノ6号横穴墓

石貫ナギノ8号横穴墓

石貫ナギノ9号横穴墓

石貫ナギノ12号横穴墓

石貫ナギノ16号横穴墓

石貫ナギノ17号横穴墓

石貫ナギノ19号横穴墓

石貫ナギノ28号横穴墓

荒尾市

荒尾市

玉名郡南関町

玉名郡南関町

玉名郡南関町

玉名郡南関町

玉名市岱明町

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

後期

6c初

不明

不明

不明

不明

前

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

円

前方後円

横穴

横穴

横穴

横穴

不明

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴式石室

横穴式石室
一

－

－

－

箱式石棺
－

－

－

一

ー

－

－

－

ー

－

－

玄室

石障材？

玄室

飾り縁

羨門

玄室

棺内

飾り縁

玄室･飾り緑

玄室

飾り縁

玄室･飾り縁

玄室･飾り縁

玄室

羨門

玄室

飾り縁

羨門･飾り縁

線刻

線刻彩色赤

線刻彩色赤

彩色赤

彩色赤

線刻

線刻

線刻彩色赤白

線刻彩色赤白

浮彫彩色赤

線刻彩色赤

線刻彩色赤

線刻彩色赤

線刻浮彫

彩色赤

線刻浮彫

線刻

彩色赤

円

山形波状

連続三角

円？

円？

連続三角

星?･舟?･家？

盾･珠

連続三角･舟･千手観音？

舟

三重円･珠･三角

太刀･弓矢･二重円･菱形･連続三角

×･二重円･菱形･弧線

太刀･連続×･連続三角･舟

円？

円･舟･連続三角

円･×

珠

国
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諦縣 伽 古墳名称 所在地 時期 墳丘(形）埋葬施設 装飾位逓 装飾方法 装飾種類 指定

熊
本

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

石貫ナギノ29号横穴墓

石賀ナギノ30号横穴墓

石貫ナギノ37号横穴墓

石貫ナギノ39号横穴墓

石貫ナギノ40号横穴墓

石貫ナギノ43号横穴墓

石貫ナギノ45号横穴墓

古城1-7号横穴墓

古城1-16号横穴墓

古城1-26号横穴墓

古城Ⅱ-3号横穴墓

古城Ⅱ-13号横穴墓

原3号横穴墓

原7号横穴墓

原10号横穴墓

原12号横穴墓

原13号横穴墓

原15号横穴墓

大坊古墳

永安寺東古填

永安寺西古墳

馬出1号古墳

横畠6号横穴墓

横畠8号横穴墓

横畠10号横穴墓

城迫間2号横穴墓

城迫間3号横穴墓

城迫間4号横穴墓

田崎1号横穴墓

塚坊主古墳

長力1号横穴墓

北原3号横穴墓

江田穴観音古墳

小原 甫田1号横穴墓

小原 甫田2号横穴墓

小原 甫田3号横穴墓

小原 甫田5号横穴墓

小原大塚13号横穴墓

小原大塚39号横穴墓

小原大塚41号横穴墓

小原大塚51号横穴墓

小原大塚53号横穴墓

小原大塚54号横穴墓

小原大塚55号横穴墓

小原大塚75号横穴墓

小原大塚91号横穴墓

小原大塚101号横穴墓

長岩41号横穴墓

長岩46号横穴墓

長岩47.48号横穴墓

長岩52号横穴墓

長岩91号横穴墓

長岩92号横穴墓

長岩101号横穴墓

長岩108号横穴墓

長岩109号横穴墓

岩原1-14号横穴墓

岩原'-15号横穴墓

岩原1-23号横穴墓

岩原'-32号横穴墓

岩原'-38号横穴墓

岩原1-39号横穴墓

岩原Ⅳ-3号横穴墓

岩原V-6-6号横穴墓

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名市

玉名郡和水町

玉名郡和水町

玉名郡和水町

玉名郡和水町

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

後

6c後

6c後

後

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

6c初

不明

不明

6c後

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

古墳中~末

古墳中~末

古墳中~末

古墳中~末

古墳中~末

古墳中~末

古墳中~末

古墳中~末

古墳中~末

6c中～後

6c中～後

6c中～後

6c中～後

6c中～後

6c中～後

6c中～後

6c中～後

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

前方後円

円

円

円

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

前方後円

横穴

横穴

円

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

一

－

－

■■■■■

■■■■■

一

ー

■■■■■■

■■■■■

一

ー

－

。■■■■

－

■■■■■

－

q■■■■■

－

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

措穴巻石室

■■■■■

ー

■■■■■

－

一

■■■■■

■■■■■■

横穴式石室
一

一

横穴式石室
ー

一

ー

■■■■■

ー

一

■■■■■

ー

■■■■■

q■■■■■

q■■■■

■■■■■■

■■■■■

■■■■■

q■■■■

■■■■■■

｡■■■■

ー

■■■■■

｡■■■■

一

一

ー

q■■■■

一

一

ー

｡■■■■

■■■■■■

ー

－

羨門

玄室

飾り緑

玄室飾り縁

玄室

羨門･飾り縁

玄室飾り縁

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室飾り緑

玄室

玄室

玄室

玄室

蕊錦確石

後室･前室

玄室

玄室

飾り縁

飾り縁

飾り縁

飾り縁

飾り縁

玄室

飾り縁

玄室

飾り縁

玄室

羨道

羨道

玄室

羨道

羨門

玄室

玄室･羨道

外壁

羨道

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

外壁

外壁

外壁

外壁

玄室･外壁

外壁

外壁

外壁

外壁

玄室

玄室

玄室

玄室･外壁

玄室

玄室･羨道

玄室

玄室

彩色赤

線刻浮彫

線刻彩色赤

線刻

線刻

彩色赤

浮彫彩色赤

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻彩色赤

線刻

線刻

線刻

線刻

彩色赤青

線刻彩色赤

線刻彩色赤

線刻

彩色赤

彩色赤

彩色赤白

線刻

彩色赤白

線刻

彩色赤白

彩色赤

線刻彩色赤

線刻

彩色赤

彩色赤

浮彫

浮彫

彩色赤

浮彫

線刻彩色赤

浮彫彩色赤

彩色赤白

陰刻

線刻

線刻

浮彫

線刻

彩色赤

浮彫

浮彫彩色赤

浮彫彩色赤

浮彫

浮彫彩色赤

浮彫

浮彫

浮彫彩色赤

浮彫彩色赤

浮彫彩色赤

線刻彩色赤

線刻

浮彫彩色赤

彩色赤

彩色赤

半浮彫

線刻

円

舟･連続三角

円･×

連続三角･不明

連続三角

円･L字

舟･同心円･山形

不明

斜線

三角？

植物?･不明

人物･舟

盾･人物･シダ状平行線

連続三角･円･格子･斜格子

舟

連続三角

連続三角･円

斜線

連続三角･円

連続三角･円･舟･馬

円

運統三角･円

円？

不明図

二重円･珠

舟

帯状

三角･斜線

二重円･珠

連続三角

円･三角･連続三角

不明

不明

不明

人物･馬

人物

円？

舟

舟･人物･鞭･不明

舟･人物

二重円･円

垂木状の屋根

垂木状の屋根

奎小1人Uﾉ崖慨

舟

×(菱形)？･不明

不明

戦

舟

人物･不明

人物･馬･鞍

連続三角･不明

盾

人物･馬･盾

人物･鞭･弓･舟

盾

円錐台状突起

連続三角

不明

戦･不明

不明

格子目･V字･S字･U字など

舟

鞍･円文

国

県

県

国

県

国

県

県

県

県

県

県

県

県

県
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撫縣 胸 古墳名称 所在地 時期 墳丘(形）埋葬施設 装飾位樋 装飾方法 装飾種類 指定

熊
本

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

桜ﾉ上1-1号横穴墓

桜ﾉ上1-2号横穴墓

桜ﾉ上1-4号横穴墓

桜ﾉ上1-5号横穴墓

桜ﾉ上1･6号横穴墓

臼塚古墳

鍋田6号横穴墓

鍋田7号横穴墓

鍋田8号横穴墓

鍋田12号横穴墓

鍋田13号横穴墓

鍋田14号横穴墓

鍋田21号横穴墓

鍋田26b号横穴墓

鍋田26d号横穴墓

鍋田27号横穴墓

鍋田33号横穴墓

鍋田46号横穴墓

鍋田49横穴墓

鍋田50横穴墓

鍋田52号横穴墓

鍋田53号横穴墓

チブサン古墳

オブサン古墳

付城48号横穴墓

付城67号横穴墓

付城72号横穴墓

城20号横穴墓

城21号横穴墓

馬塚古墳

弁慶ケ穴古墳

御霊塚古墳

横山古墳

石川山4号墳

石立石棺

袈裟尾高塚古墳

上御倉古墳

釜尾古墳

富ﾉ尾1号墳

稲荷山古墳

古城8号横穴墓

古城46号横穴墓

千金甲1号煩

千金甲3号墳

井寺古墳

今城大塚古墳

坂本古墳

甚九郎山古墳

石之室古墳

御領横穴墓群

牛頸2号横穴

中郡古墳

宇賀岳古墳

潤野古墳

晩免古墳

宇土城石垣の古墳石材

梅崎古墳

城塚古填

東畑古墳

仮又古墳

鴨寵古墳

不知火塚原1号墳

国越古墳

桂原1号埴

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

熊本市

熊本市

合志市

菊池市

阿蘇市

熊本市

熊本市

熊本市

熊本市

熊本市

熊本市

熊本市

上2 i城郡嘉島町

上2 f城郡御船町

熊風 :市城南町

熊罰 :市城南町

熊。§市城南町

熊罰§市城南町

熊罰 尽市城南町

上恭城郡美里町

宇城市松橋町

宇土市

宇土市

宇土市

宇土市

宇土市

宇土市

宇土市

宇城市

宇城市

宇城市

宇城市

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

6c

6c

不明

不明

不明

不明

不明

6c

6c後

7C

不明

6c

5c

6c末~7c初

6c

6c

6c前

6C後

6c末~7c*

6c末~7C*

6c初

6c後

不明

6c後

5c後

後期

5c末

不明

不明

5c末~6c初

不明

終末期

不明

不明

終末期

7

7C？

7c前

5c後

6c末

6c

6c後

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

円

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

前方後円

円

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

円

円

円

前方後円

円

不明

円

円

円

円

円

横穴

横穴

円

円

円

前方後円

円

前方後円

円

横穴

横穴

不明

円

円？

円

不明

不明

不明

円

円

円

円

前方後円

円

ー

一

ー

一

ー

横穴式石室
ー

ー

一

｡■■■■

ー

－

■■■■■■

一

q■■■■

－

－

■■■■■

■■■■■■

■■■■■

q■■■■

一

横穴式石室

横穴式石室
ー

－

■■■■■

－

－

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

家形石棺

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室
ー

－

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

家形石棺
－

ー

家形石棺

横穴式石室

家形石棺

家形石棺

横穴式石室？

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

方形石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

後室･前室

後室･前室

後室

後室

後室

玄室･石屋形

玄室

外壁

外壁

外壁･玄室

外壁

羨道

外壁

玄室

玄室

外壁･玄室

外壁

外壁

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

羨門･玄室

玄室

玄室

玄室

外壁

外壁

玄室･石屋形

難'鱸･錘

玄室

玄室

羨門

棺蓋

玄室･羨門

閉塞石

玄室･羨門

羨道

玄室

閉塞石

玄室

玄室

玄室

羨道･玄室

玄室

玄室

玄室

棺身内

羨門

閉塞石

棺身内

玄室

棺身内

棺身内

石材

玄室

玄室

玄室

玄室

家形石棺蓋

玄室

玄室

玄室

線刻彩色赤

彩色赤

彩色白

彩色赤白

彩色赤白

彩色赤白

線刻

浮彫彩色赤

浮彫

浮彫彩色赤

浮彫

浮彫彩色赤

浮彫彩色赤

線刻

浮彫･線刻

浮彫彩色赤

浮彫彩色赤

浮彫

線刻

線刻

線刻彩色赤

浮彫･線刻

線刻彩色赤白

線刻彩色赤

彩色白

線刻彩色赤

線刻彩色赤

浮彫彩色赤

浮彫彩色赤

彩色赤白青

浮彫彩巴亦育目

彩色赤白

彩色赤白青

線刻

線刻

線刻

彩色白黄

彩色赤白青

彩色赤

彩色赤青白

彩色赤

線刻

鴻純赤誰

臘刻彩色赤綴

綱純舶読

彩色赤

浮彫

彩色赤青白

線刻

線刻

線刻

彩色赤黄

彩色赤緑

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

綴刻彩色赤青

線刻

臘蛎欝龍

綴刻彩色白黒

二重円･連続三角．F字･靭

円･C字．U字･不明

不明

不明

人物･舟

人物･連続三角･三角･円

連続三角

矢･弓

人物･叙･弓･盾

馬･鞭･盾鞆

不明

戦

鞭？

鳥？

人物･不明

A鯛･鞘･樹･肝･歌･龍･僅耀角

琴持ち人物？

叙？

鞭･連続三角･円

連続三角

連続三角

頚･連続三角

連続x･人物･円･三角･菱形

格子目･連続三角･不明

馬?･盾？

連続三角

連続三角･円

人物･盾

盾･鞭

連続三角

舟馬･人物･連続三角･同心円･瓢

次･×

双脚輪状･連続三角

家

連続三角

鞭･連続三角

人物･山

双脚鎗状連続三角伺心円･三角

円･三角

同心円･連続三角･円

不明

不明

同心円･対角線･叙･舟

同心円･太刀･較・舟

直弧･車鴬･梯子･柱状・健ﾉ手･梯子

同心円･盾

同心円

円･不明

斜格子目

円

鞭？

円

円･連続三角･菱形

円･連続三角

円･車輪

鳥･舟･木の葉

舟

舟？

連続三角･不明

舟･木の葉

直弧･円･梯子

舟･旗族(きしょう?)？

直弧･梯子･方形･連続三角･豊ﾉ手

舟･同心円

県

県數

国

国

国

国

国

国

国

国

国

国

国

国

国

国

国

国

国

県

県

県

県

県

県

県

県

国

県

国

国

国

県

県

県



全国の装飾古墳一覧（中間報告）

装飾古墳館学芸課坂口圭太郎・嶋田博紀・村上光治
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諦黙 NQ 古墳名称 所在地 時期 墳丘(形）埋葬施設 装飾位置 装飾方法 装飾種類 指定

熊
本

1471‘桂
148

1491
150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

原2号填

小田良古墳

長砂連古墳

広浦古墳

大戸鼻北古墳

大戸鼻南古墳

大戸鼻石棺

竜北高塚古墳

門前2号墳

大鼠蔵尾張宮古墳

大鼠蔵東麓1号墳

大鼠蔵東北麓2号墳

大鼠蔵西北麓2号墳

小鼠蔵1号墳

小鼠蔵3号墳

五反田古墳

長迫古墳

田川内1号墳

田川内2号墳

田川内3号墳

竹ノ内古墳

大村4号横穴墓

大村5号横穴墓

大村7号横穴墓

大村11号横穴墓

大村13号横穴墓

大村14号横穴墓

大村15b号横穴墓

京ガ峰1号横穴墓

小原4号横穴墓

長岩49号横穴墓

長岩55号横穴墓

長岩56号横穴墓

経塚古墳

小原大塚93号横穴墓

持松塚原古墳

持松3号石棺

浦大間4号石棺

加茂(宮穴)17号横穴墓

加茂(宮穴)22号横穴墓

古城16号横穴墓

古城39号横穴墓

大野村石棺

大王山3号填

瀬戸ロ49-c号横穴墓

つつじケ丘B-1号横穴墓

つつじケ丘C-1号横穴墓

つつじケ丘C.4号横穴墓

椿原古墳

中原横穴墓群

三拾町板碑転用石障材

ヤンボシ塚古墳

湯の口175号横穴墓

田中城下横穴

剣原2号

馬水狐塚古墳

鬼の岩屋古填

大村横穴6a号

山口8号横穴墓

宇城市

宇城市

上天草市

上天草市

上天草市

上天草市

上天草市

八代郡氷川町

八代市

八代市

八代市

八代市

八代市

八代市

八代市

八代市

八代市

八代市

八代市

八代市

八代市

人吉市

人吉市

人吉市

人吉市

人吉市

人吉市

人吉市

球磨郡錦町

球磨郡相良村

山鹿市

山鹿市

山鹿市

玉名市天水町

山鹿市

山鹿市

山鹿市

山鹿市

熊本市

熊本市

熊本市

熊本市

八代郡氷川町

八代郡氷川町

菊池市七城町

熊本市

熊本市

熊本市

宇土市

人吉市

宇土市

宇土市

山鹿市

和水町

上益城郡嘉島町

上益城郡益城町

宇城市

人吉市

熊本市

7

5c

5cX-6c初

5c

6c中

不明

不明

5c中～後

5c後

6c中

5c前

5c

5c

5c

5c

6c中

5c中

5c後

5c後

6c

5c後

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

古墳中~末

古墳中~末

古墳中~末

4c末~5c初

不明

5c後？

6c

6c

不明

不明

6c末~7CX

6c*-7c*

5c前～中

5c

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

円？

円？

不明

円

円？

不明

円

不明

円

不明

不明

不明

円

不明

不明

不明

円？

不明

不明

不明

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

横穴

円

横穴

円？

不明

不明

横穴

横穴

横穴

横穴

不明

不明

横穴

横穴

横穴

横穴

不明

横穴

不明

不明

横穴

横穴

不明

不明

不明

横穴

横穴

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

箱式石棺

横穴式石室

箱式石棺

箱式石棺

家形石棺

箱式石棺？

横穴式石室

箱式石棺

箱式石棺？

横穴式石室

竪穴式

箱式石棺

横穴式石室

横穴式石室？

横穴式石室

箱式石棺？

不明

箱式石棺？
q■■■■

■■■■■■

■■■■■

■■■■■

一

一

■■■■■

q■■■■

。■■■■

－

■■■■■

1■■■■■

舟形石棺
－

家形石棺

家形石棺

家形石棺
ー

一

■■■■■

。■■■■

舟形石棺

竪穴式石室
ー

ー

－

■■■■■

不明
－

不明

不明
｡■■■■

■■■■■

不明

不明

不明
一

ー

羨道

玄室

玄室

石棺材

玄室

南側壁

側壁

内壁･石枕

石棺材？

石障

石棺材

石棺材？

玄室側壁

玄室石棺

石棺材

石障

石障3枚

石障

石棺材？

石材

石棺材？

外壁

外壁

外壁

外壁

外壁

外壁

外壁

外壁

外壁

飾り縁

玄室

玄室

棺蓋外面

玄室

棺蓋外面

棺蓋外面

棺蓋外面

玄室

玄室

閉塞石

閉塞石

棺蓋内面

舟"石權外圃

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

線刻

浮彫

半浮彫

浮彫

線刻

線刻

彩色赤

浮彫陰刻

浮彫

線刻

線刻

線刻

線刻

陰刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

浮彫彩色赤

調鋤絶爺

浮彫彩色赤

浮彫彩色赤

調綱絶聯

線刻

諦創純赤

辮綱純爺

線刻彩色赤

線刻彩色赤

鴻翻純赤

浮彫線刻

陰刻

浮彫

陰刻

陰刻

陰刻

浮彫

浮彫

線刻

線刻

陰刻？

陰刻

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

舟･波

同心円･盾･鞭

直弧･円･梯子形

大刀･刀子･円･半円･上畔円下部方形

円

同心円･連続三角

円

円･方形区画･直弧

同心円

円

弓靱･二重円･短甲･太刀

二重円

二重円

円

円

円

同心円･連続三角･二重円

二重円

二重円･三角･他

円･二重円

円･弧線

盾･叙･剣

穎剣

三角･連続三角･靱・弓など

鞍 刀子･鞆?円

盾 円･大刀

盾 車輪文

同 D円･叙･弓

戦 人物･盾剣･車輪

円

連続三角

四角錐台形突起･連続三角

四角錐台形突起･連続三角

長方形区画

四角錐台形突起

長方形区画

長方形区画

長方形区画

四角錐台形突起

四角錐台形突起

四角形(把手?）

｢火守｣or｢火安」

長方形区画

長方形区画

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

国

県

県

県

県

県

国

国

国

国

国

国

国

県

県
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全国の装飾古墳一覧（中間報告）
装飾古墳館学芸課坂口圭太郎・嶋田博紀・村上光治

一覧表における特記事項

l 一覧表における都府県の順は、総務省の統計処理用のコード順に並べた。都府県内の番号は

自治体ごとではあるが順不同である。

2不明の表記については、所在地欄では所在が明確でないもの、墳丘欄では現存状況では判明

しないもの、装飾位置欄では、文献等での記録はあるが、現在埋戻し保存や記録散逸により

特定できないもの、装飾方法と装飾種類の欄も同様に現時点で特定できなかったものである。

また指定欄については、現時点で指定されていないものは空欄とした。

3埋葬施設欄の表記で－が記入されているものは、墳形が埋葬施設を兼ねる横穴及び地下式横

穴である。
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簡熊名 NO 古填名称 所在地 時期 墳丘(形）埋葬施設 装飾位霞 装飾方法 装飾種類 指定

宮
崎

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

新田場7号地下式横穴墓

新田場9号地下式横穴墓

尾中原地下式横穴墓

立切2号地下式横穴墓

立切3号地下式横穴墓

立切38号地下式横穴墓

立切51号地下式横穴墓

立切54号地下式横穴墓

立切58号地下式横穴墓

立切59号地下式横穴墓

立切60号地下式横穴墓

立切61号地下式横穴墓

立切63号地下式横穴墓

仮屋尾3号地下式横穴墓

日守4号地下式横穴墓

日守9号地下式横穴墓

旭台6号地下式横穴墓

旭台7号地下式横穴墓

旭台9号地下式横穴墓

旭台11号地下式横穴墓

旭台12号地下式横穴墓

芋畑6号地下式横穴墓

島内3号地下式横穴墓

島内32号地下式横穴墓

島内39号地下式横穴墓

島内169号地下式横穴墓

比良横穴墓群1号墓

比良横穴墓群2号墓

立切1号地下式横穴墓

日守6号地下式横穴墓

日守7号地下式横穴墓

日守25号地下式横穴墓

小林市

小林市

小林市

西諸県郡高原町

西諸県郡高原町

西諸県郡高原町

西諸県郡高原町

西諸県郡高原町

西諸県郡高原町

西諸県郡高原町

西諸県郡高原町

西諸県郡高原町

西諸県郡高原町

都城市

西諸県郡高原町

西諸県郡高原町

西諸県郡高原町

西諸県郡高原町

西諸県郡高原町

西諸県郡高原町

西諸県郡高原町

えびの市

えびの市

えびの市

えびの市

えびの市

児湯郡新富町

児湯郡新富町

西諸県郡高原町

西諸県郡高原町

西諸県郡高原町

西諸県郡高原町

5c後~6c前

5c後~6c前

6c前

不明

不明

5c後~6c前

5c後~6c前

5c後~6c前

5c後~6c前

5c後~6c前

5c後~6c前

不明

不明

5c後~6c前

5c後~6c前

5c後~6c前

5c後~6c前

5c後~6c前

5c後-6c前

5c後-6c前

5c後~6c前

5c後

5c後

不明

不明

不明

6c後

6c*-7c初

不明

不明

不明

不明

地下式横穴 ー

肥r式領八
－

地下式横穴 ー

地下式横穴 一

地下式横穴 －

地下式横穴 ー

地下式横穴 ■■■■■

地下式横穴 ■■■■■

地下式横穴 ー

氾r式領八
－

地下式横穴 ー

地下式横穴 ■■■■■■■■

地下式横穴 q■■■■

地下式横穴 一

地下式横穴 －

地下式横穴 q■■■■

地下式横穴 ■■■■■

地下式横穴 ■■■■■

地下式横穴 ー

地下式横穴 一

地下式横穴 I■■■■■

地下式横穴 一

地下式横穴 q■■■■

地下式横穴 －

地下式横穴 ■■■■■

地下式横穴 －

横穴 ー

横穴 一

地下式横穴 I■■■■■

地下式横穴 ー

地下式横穴 ■■■■■■

地下式横穴’ 一

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室羨道

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

玄室

浮彫

浮彫

浮彫

線刻

線刻

浮彫

浮彫

浮彫彩色赤

浮彫

浮彫

浮彫

浮彫

曝刻

策 #角赤

孚彫

群 鰯色赤

辮 1彩色赤

解 彬色赤

孚彫

孚彫

線刻彩色赤

浮彫

浮彫･線刻

陰刻

陰刻

陰刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻

線刻彩色赤

棟木

棟木･束柱

束柱

棟木

棟木

棟木

棟木

屋根骨組･棟木

棟木

束柱

束柱

束柱･棟木

棟木･束柱･横木

白粘土の下地に彩色線紋

束柱･斗

棟木

束柱･横木

屋根･束柱

束柱

棟木

束柱･横木

棟木

浮彫で棟木､線刻で屋根

棟木

棟木

棟木

連続三角

連続三角

棟木

棟木

棟木

棟木
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装飾古墳の石室環境と公開時期についてⅢ

装飾IIi峻館学豊I裸坂'一帷太郎・菊川知美

1 はじめに

H本列島に約700基あるとされる装飾i{『埴の'l 'でも、保存管即施,没を設li''iして装飾の保存を

｜叉|りつつ公開・活用を実施してきたものは未だ多くはない。熊本県内では、県とili町教育委員会

が連携し、秋と存の装飾,吋墳一斉公|ﾙlを実施している。その公開時期を決定するにあたっては、

各装飾古墳のｲ|猪股ぴ公開時のil,,l湿度変化のデータを基にしている。

近年の公開では、おおよそ秋の公|ﾙlは10)l lく旬、春の公開は3月ド旬に実施している。

IﾉLI季の変化に富んだl l本l1烏では、 1週間のWⅡ渡変化の波が激しく、気温のア想は難しい。

本稿において、この1年間のデータを墓に、適切な公|＃l方法を検証するものである。

2調査方法

木脇で対象とする装飾,'i"(I1IIIEIIj所在:県史跡馬塚1li墳､和ﾉl<IIII所任:IKI史跡塚坊12占噴、

E名IIJ所在: I I<|史跡永安が東ll｢埴･l'il史跡人坊lli墳、八代Ili所住:県史跡山川内l号噛）は、

装飾I1i墳館とこれらの装飾占噛の街III!I湖休であるﾘIL内各Ili町教育委員会により、装飾占峻モニタ

リングを実施しているものの中からデータを分析する｢|}で公開に資するものを抜粋した。

ここでいう装飾｢li墳モニタリングとは、保存施I没や石室などの温湿度変化の記録のみならず、

装飾文様の状態確認や保存施設の点検・淵i1鶴を複合的に組み合せたI洲査である。

また、MIi!腱記録では、 1 11洲lごとのデータ計測と公|冊1時の5分間ごとのデータを組み合せて

いる。このように2

パターンでの記録収

集は、公開における

入室の影群を詳しく

検証するものであり、

他の機関での環境柵

衙において実施して

いるケースは少ない。

なお、本I淵沓で使

川した機材はオン

セット社HOBO

データロガーprov-

2U23-001と002で

ある。
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永安寺東塚坊主馬塚

墳丘

回
雲

前室

羨道

画皇垂P

入口外側

横山田川内一号大坊

墳丘

｢冒扉1
玄室

前側石障付近

扉

風防室

入口内側

壷埋写P

保存施設各部名称模式図

3装飾古墳モニタリングの解析

（1）馬塚古墳（山鹿市所在・県史跡3月25日試験公開）

平成29年春に試験公開を実施した。この時の入室者174名である。この馬塚古墳の石室は

外扉のみであることから、公開時に冷たい外気が流入することで、石室内の温度が下降してい

る。羨道部の最低温度はlO.3℃、前室の最低温度は12.65℃であった。この温度下降は半日

程度で解消している。

また、石室に直接見学者が入る構造のため、装飾された石材に見学者が接触しないように解

説者が配慮して見学を実施している。平成29年3月は試験公開であり、今回の入室による装

飾への影響を見るために、継続してモニタリングを実施している。

なお、公開終了後のモニタリング結果ではカビ等の菌類や塩類は確認していない。

（2）塚坊主古墳（和水町所在・国史跡 10月29日公開）

平成29年秋の公開では入室者95名である。公開中、見学室の最高温度は22.6℃であった。

見学室の温度下降は1日半程度で解消した。

塚坊主古墳は、保存室が他の施設と比較するとやや高温になりやすい構造であるため、見学

による温度上昇抑制のためにエアコンを用いて見学室を冷却している。その結果、他の保存施

設とは異なり、見学終了後に温度上昇を生じる。

カビや菌糸類の繁茂を抑制する意味でエアコンによる見学室の冷却は効果的と考える。しか

しながら、極端な温度抑制は石材中の水分移動を懸念する意味から2℃程度に抑えている。ま

た春と秋の公開では､外気温と保存室の温度が逆転していることも考慮しておかねばならない。

なお、公開終了後、カビ等の菌類や塩類は確認していない。
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（3）永安寺東古墳（玉名市所在・国史跡 10月29日公開）

石室の扉が意図的に外気を取り入れる構造のため、見学室は外気温に左右されやすい構造と

なっている。平成29年秋は台風22号の接近に伴い公開を一時中止したが、天候の回復によ

り再開した。この時の公開では､入室者は65名､公開中､石室の最高温度は23.35℃であった。

石室入口の温度上昇は1日半程度で解消した。

石室に結露防止のための熱線があるが、見学に際して玄室の温度上昇を加速させる可能性が

高いため、使用を中止している。

この施設での公開においては、外気温の変化も考慮すべき要因であるが、急激な温度変化を

抑制するためには､むしろ見学者の見学室への入室数を調整することが保存に効果的と考える。

なお、公開終了後、カビ等の菌類や塩類は確認していない。

（4）大坊古墳（玉名市所在・国史跡 10月29日公開）

発泡ウレタン製の見学室は蓄熱しやすい構造といえる。平成29年秋は台風22号の接近に

より公開が危ぶまれたが、天候の回復により公開が実施できた。この時の公開では、入室者

は98名であった。公開中の石室の最高温度は21.27℃であった。また見学室の最高温度は

21.98℃であった。この装飾古墳の石室の温度上昇は1日半程度で解消した。

この保存施設では、平成24年の一斉公開から、外気に直接触れる外扉を開放することで、

見学に起因する蓄熱の抑圧に努めている。この結果、蓄熱による石室の温度上昇はわずかなも

のとなっている。

この保存施設では、公開時の外気による見学室の冷却が保存に効果的と考えて実施している

が、外気温が石室内の温度と逆転する場合は逆効果になることから、公開にあたっては慎重を

期する。

なお、公開終了後、カビ等の菌類や塩類は確認していない。

（5）田川内l号墳（八代市所在・県史跡 10月28日公開）

入口から見て石室左側が乾燥している理由として、墳丘の西側盛土が薄い可能性がある。

平成29年秋の公開では入室者は32名であった。公開中の玄室（石屋形上）の最高温度は

21.08℃であった。玄室（石屋形上）の温度上昇は半日程度で解消した。

馬塚古墳の石室と構造が似ており、石室に直接見学者が入る構造のため、石障に立ち入らな

いように配慮して見学を実施している。

なお、公開終了後、カビ等の菌類や塩類は確認していない。
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4まとめ

研究紀要第13集で、外気温のデータから保存のためには公開時期を遅らせることが示唆され

た。しかし、今年度は外気温が例年に比べて低い傾向にある。

更に、平成30年春の公開前に実施した装飾古墳モニタリングにおいて、例年に比べて外気温

が低い傾向が認められる。

このことから、公開日を決定するにあたっては更に慎重を期する必要があると考える。

本稿では、 5分データを基に公開の影響を検討した結果をまとめた。次年度以降もこの装飾古

墳モニタリングを継続して実施していくが、今後の課題として、保存室（石室）内の蓄熱の影響

を可視化することにある。

1500年の時間を経て残る装飾古墳の保存と公開を両立させ、その文化的価値を存続させるこ

とで次世代にこの貴重な文化財を引き継ぐため、モニタリングを今後も継続していかねばならな

い。
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大韓民国慶州市にある神仙寺磨崖仏小考

装飾IIi埴館学些,課坂nl太郎

1 調査に至る経緯

平成29年10月16日から20日にかけて大韓氏|狸lを
子『ゲジー，

訪れた。この訪韓のI I的は慶州'|丁にあるII堺遺産である ﾈ
シンソンサ イナ ダ〆‘．

神仙寺膳順仏に描かれた岩絵の調査で、依頼者は仁荷 '‘
、鷲クミ‐ デ

入学校占栩鮮研究所の卜箕大教授である。卜教授とは，､＝-,,

$|え成27ｲ|そに仁荷大学校占朝鮮研究所i雌の韓国･'||同． 藩､-識 一ﾉ'ゞj
公言〆

／ ■苧出

I I本の誉IIi学研究荷による墹酊占墳の報杵会で、熊本 ’

県内にある装飾古噛を紹介する機会をいただき、それ 、鯉 ､

以来、抑'皎流を行う関係である。卜教授は｢IIIKIや満 ＃熟” {大韓民国．〃輝
州の歴史文化への造詣が深く、また近年は、韓､|4!i/6に 写?。

＄，滝

→,.,の州韓半島血統_新羅時代",世細こ伽 《電､ ・
おける伽耶文化についての研究に取り組んでおられる。

議溺患隠隣隙蕊饗榊獣。
‘ 対馬,‘ ／′するための現地調介である。 ，P分琶-1〆

<,' ___､jハ,‘_～ ！録罫

CraftMAP(http://www.[raftmap.box-i.net/)
2現地調査について

、|え成29ｲ|; 10"181 IのlOllにソウル駅からKTXで慶

州｢|iに向かった。慶州'行では、関連調奇として慶州チョク
チマン･で･･-jj， フアンーノムテチJシ

セム遺跡の現地を訪れた。慶州iljは天蝿塚や皇南_E塚のあ
‐テヌン

る大陵地Ⅸが有名であるが、このチョクセム遺跡はﾉ<陵地

区の東に位lifiし、 14の地区に分けて調杏が行われている。

このうち第44号墓については2007年から調沓が始まり、

現ｲlﾐも発掘調査が継続して災施されている。2019年現在、

節44）)墓の上にドーム咽の充lﾙ|館が建設され、古峻を周囲

から見渡せるようになっている。発掘調査と並行して一般

の方々に公|冊Iしている施設でもある。ここで新羅｢1i墳の慨
シン〃ン

襲について触れておく。新羅の前の時代である脹韓におけ

る蕊制がり|き継がれた新羅古峻では、木ｲ1‘蝋が龍休部とし
も，』か､；砿

て採用されている。211t紀に入ると木榔蕊が新たな嬢制と

して篭場する。更にIIJf代がドると、死仔を埋葬するための

測郭と副葬I1II1Iを埋納するためのIIill郭が造られるようになる。
つみLL

その後、 5世紀以降は積石水榔蕊が造られるようになる。第44叶堪はその代衣例である。統一
｡ ､ヶrとエ

新羅時代に近い611t紀以降は、II';iｲﾘ麗やl'i済の影群を受けたｲi察耽へと変化する。この時期のll下墳

の前には、イi製の神献や人が造られ投椴されることもあり、〃|上部ﾉL州における(i製炎飾品燕’との

関連が興味深い。
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翌191j、神仙寺膳崖仏鮮へ向かった。この膳崖仏は慶
タンゾ'ゾサン

州市街の南西に座がる慶州IKI_立公嗣断ｲilll:;.2地区にあり、

神仙寺磨崖仏群は新羅時代鹸初の有窟､'f院で、慶州にあ

る膳崖仏のlllでも最古の711t紀前､|蕊:に作られ、1979イド

んだ'（石の商さ約7m前後に達する岩確内側に、およそ10体の如来

像や牌薩立像、、|filll思惟像などが彫刻されている。現在、保存のため

の透lﾘ1なドーム状の尾根がついているが、発掘調査により木造瓦葺の

尾擶があったことが明らかになっている。

写貞⑤を兇ていただきたい。'l'il了を被り

下に弧状のものを握る人物は仏典を持つと

されている。ヤ〃L⑥は人物の下元を拡大し

たものであるが穂のように兇える。また他

の仏Imが正lniを向いているのに対し、この

人物は横向きである。ト教授はこの岩絵が

他の仏画と異なる様相を持つとの指摘で検

証を進めた。この人物が持つものは稲又は

炎の穂であり、仏教以前にｲI洲]されていた

神農と呼ばれるlli代II｣国のlIII!荊・伝説に幾

場する「 iWI:帝」のうち、 令唱の‐人を

炎している111.能｣|flきがある。 ′lj:典⑦

は511t紀のiIIIIM{}ll1古噛に副搾さ

れた神人車馬鏡の一部を紘人して

いるものであるが、神仙､'fのｵ1十絵

と酷似している。ノ>1町の調査では、

千絵が、その他の朧耀仏が掘り込ま

の人物が持つ穂状のものと酷似している。今1町の調査では、

比較材料が乏しく、この岩絵が、その他の膳雌仏が掘り込ま

れる以前にW,'iかれていたi'1能性があると述べるに留めたい。

なお、今回の現地‘淵査は神{111､'jE麟崖仏群の朧史的価価を商趾なお、今回の現地‘淵査は神仙､'f磨崖仏群の歴史的価仙を商めるものであり、

り以前の韓半島での岩絵の班例などを収集し、更なる検ill1を加えたい。

今後は、新羅時代よ

おわりに

H木と同じく、中国の律令制を取り入れ緯半島統一を成し遂げた新羅は、｜卦教としての仏教を

篤く保護していた。7世紀に海を挟んだi,ljl 'ilが仏教と律令による岡づくりを行ったことは束アジ

アにおいて、雁史的に必然的な流れであった。

鹸後に､この洲資が今後の緯'1の文化交流の一助となることを願い､併せて今回のI洲杏に招聰いただ

き､ご支援とご教示を賜りました仁荷大学校,li帆鮮研究所の卜箕大教授に心より御礼をIIIしtげたい。

,il§ ※1 行製炎飾IY!はイi人・ イi鳩とも炎される。6111紀に_|上部ﾉL州に多くイ〃lﾐし．筑紫ハ郷jl贄との関述が猯捕されるもの

である。この新雑古城にあるイi進物と政治的な紬びつきである,ill拠とする税もある．

※2断ｲilllは、 lliくから湖'ilO)"l l lとして神埋視された新羅ﾉl稲のつで、〃′lil l lともII'Fばれている。

参簿文献：慶州チョクセム遺跡l lil ,'/挫州文化財研究所環|:リ
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装飾古墳館の活動について 装飾古墳館学芸課西 洋

装飾古墳館の活動について

装飾ili峨帥学渋I洲 IILi 洋

1 目的

Ili代休験や企l'l'i展などを実施するl l l'I1は、来館荷や利川.荷が兇学・体験を通して、｢li代につい

ての「学び」あるいは、古代についての「興味」「|%l心」のきっかけづくりにつなげていくため

のものである。

2イベント

【子どもの日イベント「古墳館へ5･5･GoI 」】

(1 ) !りⅡI $|え成29{|5)13H～､'2成29年5ノj61 1

（2）場所装飾ll峨餅どんぐり広場、館内

（3）内容各博物館や施I没による体験プログラム

（4）参加荷数延べ8,416名

【ミュージアムキッズ｜全国フェアin熊本】

(1)期l l ,F成29(li6Jl l7I I

～､ド成29年6)1 18I_|

（2）場Iﾘf装飾,li填鮒どんぐり広場、雌外体験棟、

集|､jl学習察、体験学科案仙

（3）内容企li<Iの34の博物館よる体験プログラム、

ゆるキャラのステージ他

（4）参加汽数延べ15500f'!

【古墳館に行かnight －ナイトミユージアムー】

( 1 ) !lll l ，|え成29(l i l0ノ1 141 1

（2）場所集IJ1'､)4群案、体験学科宅、装飾古"'鰐他

（3）｜ﾉ1容ワークショップ、館内体験ツアー、！|畦食

（4）参hll行数51"

【古墳館DEサロン第1回～第3回】

( 1 ) !WI I 平成29ｲ「l l )1261 I ("1回）

、l上成30(r l l1 14 1 1 ("2111)

平成30ｲ|ミ 211 181 1 ("31111)

（2）場所体験､拝Y室

（3）内容どんぐりクッキー作り("1 11 1l)

亦米を使った洲III!体験("21111)

縄文ハンバーグ|ﾉ｢り ("31111)

（4）参加荷数 14"(3111l,;I)

4

翌】上＝‐、

趣■

5.5. Go!の様子
〆

｣

、
。
ｉ
’
一
一

‐
霞
震
ｖ曇

ミュージアムキッズ1全国フェアin熊本

凸

園

。

古墳館DEサロン

3企画展

【体験教室へようこそ～,li代のヒトの技術にチヤレンj

(1)期1-1 ，|え成29ｲ｢2Hl4II～､Iz成29<|5月14

（2）場所企lll'i腱ﾉ案、節、常股腱示崇

ﾄの技術にチャレンジ～腱】

～､|広成29イ'5月14 1 1

（3）内容当館がこれまで火施した占代体験数室の|ﾉ1容を振り返る。
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【池田勝則氏絵画展～投影法による装飾古墳の美～】

（1）期H ，|f成29年6）13011

～平成29年7月23H

（2）場所企lll'i展,爪室

（3）内容池田勝則氏により描かれた装飾古喧の絵を

腱示する。

【､師IIへの奮約腱】

(1)期n ，Iz成29ｲli7ﾉ125｢I～平成29年9ノ15LI
池田勝則氏絵画展

（2）場所企画腱ﾉ広宅

（3）内容 I I本のために命を投げIIIして戦った松尾敬《i』氏の′|擁を通して、 、|和の暗さや命・

家族の火切さについて考える。
おおきみ 『し

【ヲホド大王と越の国の装飾古墳展～福井県の装飾古墳～】

（1）期H平成29年l1 )1 11 1 1～､li成30イドl ノ1281 1

（2）場所企画展,jﾐ案

（3）内容編ﾉ|猟は、ヲホド人|そ（のちの継休尺I;!)の本拠地であり、装飾占墳を論るうえで

砿要な地域。イi納系装飾古噛が多く作られている。そこで柵)|:県の装飾古峨の魅力

を発信する。

【つながるつながる展】

(1)期H ，ド成30年3j･1 151-1～､Iz成30年6jl24II

（2）場所企画展示室

（3）内容 ､I2成29年6月開催の「ミュージアムキッズ1全I'ilフェアin熊本」を振り返り、

子ども達の笑顔や博物館の魅ﾉjを感じてもらう。

4移動体験教室・出前モニター教室など

【福岡市総合図書館・よかたい図書館イベント】

(1)期'二1 ，1z成29年9ノl9H

（2）場所禰岡市総合図1I;館（稲岡県）

（3）内容勾玉づくり

（4）参加荷数45名

【むきばんだ祭り】

(1) 19旧、|え成29年9j123口

（2）場所鳥取県立むきばんだ史跡公隊I (烏取り,↓）

（3）内容 1li代絵l'i'i教室

（4）参加荷数49γ，

【ミュージアムキッズlフェアinみなみそうま】

(1)期|-I 平成29年10118I1

（2）場所 ｜,鮴月潟'li博物餅（福島ﾘi4)

（3）内容「li代絵l'l'i教室、ベンガラ小瓶づくり

（4）参加持数88名

むきばんだ祭り

ミュージアムキッズ1フェアinみなみそうま
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【あつまれわくわくキッズミュージアムinきゅ－はく】

(1)期I 1 ，|え成29年12ﾉ123R

（2）場所九州|｣《I立博物館（襯岡ﾘ14）

（3）内容組紐のミサンガづくり

（4）参加省数56名

【ひのくに,宮i等支援学校出前モニター教室】

(1)期l l 、'た成30年I )19I1、17H

（2）場所ひのくに高'淳支援､jを校（合,&<IIj)

（3）内容組紐づくり

（4）参加者数56f'! (21ul計）

【わくわくパレアフェスタ】

(1)期l l 平成30年l jj271 1

（2）場所くまもと県民交流会館（熊本IIj)

（3）内容釧鏡マグネットづくり

（4）参加荷数68名

【平成29年度冬季体験教室】

(1)期l l 平成30年2ﾉ131 1

（2）場所文化財黄料室（熊本'|『）

（3）内容釧鏡づくり

（4）参加者数41名

【環境センター舂の子ども祭り】（予定）

(1)期I I 平成30年3ノ121 1 1

（2）場Iﾘr熊本県環境センター（水俣'|j)

（3）内容勾Kづくり

あつまれわくわくミュージアムキッズ

inきゅ一はく

ひの<に高等支援学校出前モニター教室

講演会

【講演「月

(1)期｜

（2）場l i

（3）｜ﾉ1ャ

（4）識刑

【講演「熊

5

本地震による装飾古墳の被災と復旧｣】

(1)期l l 平成29イト9川21･ 1～平成29ｲ|ﾐ9ノ

（2）場所一t灘公民館（烏取り,4)

（3）｜ﾉ1祥装飾古11Iiの被押状況について

（4）講淡者 ′､稚芸課坂I 1圭太郎

【県民カレッジ講座】

(1)期l 1 ，|え成29(li9)181 1

（2）場所くまもと県民交流倉餓（熊本ili)

（3）内容菊池川流域で燗＃lいた装飾占峨製

（4）講淡街学芸課坂1 1圭太郎

9j

装

131 1

飾占噛のllt界
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